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 授業改善のねらい 具体的な授業改善策 
評価 

（〇成果 ▲課題） 

国 

語 

○ 目的や意図に応じて、伝えたいこと

を的確に話す力を身に付けさせる。 

○ 文章の内容を的確に押さえて要旨

を捉えることができるようにする。 

○ 自分の考えを明確に表現するため、

文章全体の構成を工夫することが

できるようにする。 

 様々な場面で考えを述べる場を設定する。

また、話の中心を明確にし、それを意識し

て話の構成を組み立てるように指導する。 

 文章の構成に気を付けて読むように指導す

る。また、筆者の主張をまとめるなどの課

題を取り入れ、要旨に着目できるようにす

る。 

 事前に全体の構成を考え、目的や意図に応

じて、話の中心を効果的に読み手に伝える

工夫をするように指導する。 

 

社 

会 

○ 歴史人物や用語の暗記だけではな

く、歴史の大きな流れを捉え、時代

同士のつながりを理解できるよう

にする。 

○ 資料を活用しながら、自ら学んでい

こうとする態度を育成する。 

 ノートに歴史事象等の板書を写すだけでは

なく、その時間に学習した知識を基に、社

会的な考察を自分の言葉で表現させる。 

 インターネットや視聴覚教材を使った資料

集めや効果的な資料提示を行う。 

 

算 

数 

○ 学習問題を多様な考え方で解決し、

その方法を表したり、説明したりす

ることができるようにする。 

○ 基本的な計算や既習しているきま

りの定着を図る。 

 児童が自分の考えを発表する場を設定する

ことで、他者の意見にも触れさせ、自分の

考えと比べることができる授業を実施す

る。 

 復習問題に取り組ませたり、授業の中で既

習事項に触れたりしながら、徐々に定着を

図る。 

 

理 

科 

○ 事実をもとに、自然事象の仕組みに

ついてより妥当な考えを導くこと

ができるようにする。 

○ 観察・実験の技能を身に付けるよう

にする。 

 事実と自分の考えを分けて考えることを指

導し、学習問題に基づいて考察することを

徹底する。また、単元の中で、生活経験や

既習事項にふれ、児童が様々な視点をもっ

て考えられるような場を設定する。 

 実際に実験器具に触れたり、観察を行った

りする時間をしっかりと取り、技術の定着

を目指す。 

 

体 

育 

○ 友達と学び合う授業の中から、自身

の技能の高まりを実感させる。 

 

○ 児童間で技量の差があり、領域によ

っては苦手と感じる児童が多いも

のがある。その偏りを解消させるた

めの取組を行う。 

 課題の解決に向けて、友達同士での対話を

通して、自己の思考を広げたり深めたりす

るなどの活動を取り入れる。 

 体つくり運動の一環として、児童が苦手と

感じる領域の動きを取り入れ、繰り返し行

う。 

 技能面のポイントを明確に示す。 

 

 


